
平成 24年

第47回夏季大学

日時平成24年 8月26日(日)

AM 10: 00 ~ PM 3 : 30 

会場 静岡市民文化会館中ホール

一般社団法人全日本煎茶道連盟

後援文化庁静岡県静岡市



夏季大学第 47回

9:20 ~受 付

10: 00 ~ 献茶 式

開講式

一、開 会の辞

一、来賓並びに役員挨拶

一、来 賓 ・家元紹介

10: 30 ~第一講

「戦国を生きた武将と女性たち」

~心のよりどころを探る~

講師小和田 男哲

食

13 : 15 ~ ミニコンサート

「佐野文彦と楽しむカンツオーネ・コンサート」

12: 00 ~昼

彦文野歌手佐

14: 40 ~第二 講

t員友松講師村

「人間は最高の風景」

与

評

辞

授
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修 証

修会
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一、履

一、研

一、閉

15: 10 ~ 閉 講式



第

醤講
1を
生生
でき
号室
Fお
届と
を女
探性
るた
1ち

L一一

講
師

小
和
田

哲

歴
〉

1
9
4
4
年
静
岡
市
生
ま
れ

現
在
、
静
岡
大
学
名
誉
教
授

戦
国
時
代
史
の
第
一
人
者
と
し
て
し
ら
れ
、
戦
国

武
将
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論
、
現
代
を
生
き
抜
く

た
め
の
要
諦
や
教
訓
を
秘
め
る
講
演
は
、
各
地
で

好
評
を
博
し
て
い
る
。
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た

「
日
本
の
歴
史
が
わ
か
る
本
」
な
ど
の
著
書
、

N
H

K
テ
レ
ビ
「
歴
史
秘
話
ヒ
ス
ト
リ
ア
」
や
N
H
K

テ
レ
ビ
「
さ
か
の
ぼ
り
日
本
史
」
に
も
出
演
。
ま

た
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
の
時
代
考
証
も
多
数
つ
と

め
る
。

〈著 略

童
目
〉

「
戦
国
武
将
の
生
き
方
死
に
ざ
ま
」

「
日
本
人
は
歴
史
か
ら
何
を
学
ぶ
べ
き
か
」

「
戦
国
三
姉
妹
茶
々
・
初
・
江
の
数
奇
な
生
涯
」
等

「佐
野
文
彦
と
楽
し
む

カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
・
コ
ン
サ
ー
ト
」

男

歌
手

佐

野

文

〈

略

歴

〉

静
岡
県
藤
枝
市
出
身
。

名
古
屋
を
中
心
に
、
ラ
イ
ヴ
ハ
ウ
ス
か
ら
劇
場
で

の
コ
ン
サ
ー
ト

・
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ

l
、
さ
ら
に

は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の
共
演
等
、
様
々
な
シ
1
ン

で
活
躍
中
。

さ
さ
や
く
様
な
バ
ラ
ー
ド
か
ら
ス
ケ
ー
ル
感
の
あ

る
ク
ラ
シ
カ
ル
な
曲
ま
で
を
表
現
で
き
る
歌
手
と

し
て
、
多
く
の
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
て
い
る
。

ブ
リ
ラ
ン
テ

・ヴ
ォ
1
カ
ル

・
ス
タ
ジ
オ
主
宰

名
古
屋
文
化
短
期
大
学
客
員
教
授

静
岡
す
み
や
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ボ
ー
カ
ル
教
室

浜
松
S
B
S学
苑
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ボ
ー
カ
ル
教
室
一
講
師

〈
レ
ギ
ュ
ラ
ー
出
演
中
、
ラ
イ
ヴ
ハ
ウ
ス
〉

名
古
屋

・
吹
上
/
エ
ル
ム

名
古
屋

・
千
種
/
マ
ン
ボ
ラ
ン
ド

東
京

・
四
谷
三
丁
目
/
ウ
ナ
・
カ
ン
ツ
ォ

ー
ネ

彦

第
二
講

「
人
聞
は
最
高
の
風
景
」

松

友

講
師

キす

略

歴
〉

1
9
4
0
年
東
京
生
ま
れ
、
静
岡
で
育
つ
。

慶
応
義
塾
大
学
卒
業
。
中
央
講
論
社
勤
務
を
経
て

作
家
に
。

1
9
8
2
年
「
時
代
屋
の
女
房
」
で
第
町
田
直

木
賞

1
9
9
7
年
「
鎌
倉
の
お
ば
さ
ん
」
で
第
お
回

泉
鏡
花
文
学
賞
を
受
賞
。

〈
草
官
室
田
〉

「
夢
の
始
末
書
」

「
私
、
プ
ロ
レ
ス
の
味
方
で
す
」

「
百
合
子
さ
ん
は
何
色
」

「
幸
田
文
の
マ
ッ
チ
箱
」

「
ア
ブ
サ
ン
物
語
」

「
俵
屋
の
不
思
議
」

「
淳
之
介
流
」
等

面見



・・..._<T・.__<T・..-_~・ ..._<Þ ・..__.・-..__......_ ..... .._ ."・. .・'..・._.・・ .・・ ，・・ ・・ ......~ _.."'・ ，・・ ・・ ・・ ・・ .・・・.'・・._.・・ ・・ .・・ ，・・ ・......__..・、_" -... -.... -.... -... .... ・・ ・・ ・・ ・・ ・・... ... ... ... ...- -..・.._.. ...... ..... ...... ......、 .... ...・.・' ・ ・.'・....- .... -.. 

全

日

煎

の

歌

一、
こ
の
一
碗
の
煎
茶
か
ら

一日と

nu

触
れ
あ
っ
て

み
ん
な
の
喜
び
生
れ
ま
す

清
く

集
う
仲
間
の
煎
茶
道

明
る
く

さ
わ
や
か
に

こ
の
一
碗
の
煎
茶
か
ら

三
と

hu

か
よ
わ
せ
て

み
ん
な
の
楽
し
さ
生
ま
れ
ま
す

玉
露
の
あ
じ
も

今
日
も
相
寄
る
煎
茶
道

ま
ろ
や
か
に

一、

」
の
一
碗
の
煎
茶
こ
そ

そ
の
味

そ
の
色

そ
の
香
り

日
本
の
心
伝
え
ま
す

世
界
の
人
に
お
煎
茶
を

幸
せ
い
の
る
煎
茶
道

-・_.・・・.'・・・.......・..・・・..・・・._・.......・・..'・・..'・・"・-・..・-・._.、-.'・‘・.'・・..'・・..'・・..'・ 4・..'・・..'・・‘・，・・..........‘.'・・‘・・・・.__・・._.・・、_.・・._.ー・._.・・._.・・..・・・.


